
　

大
村
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
が
大

村
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
、
松
本
市
長
は
、

市
が
策
定
し
た「
大
村
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
案
」
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

を
協
議
会
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
角
谷
省
一
協
議
会
会
長
は

市
役
所
を
訪
れ
、
松
本
市
長
に
対
し
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
で
は
、
計
画
の

基
本
的
な
方
針
、
中
心
市
街
地
の
位
置
や
区

域
の
設
定
、
活
性
化
の
理
念
・
目
標
・
事
業
な

ど
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
適
切
で
あ
り
、
今

後
、
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
保
ち
、
中
心

市
街
地
の
居
住
人
口
や
歩
行
者
通
行
量
を
増

や
し
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
に

努
め
る
こ
と
な
ど
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

商
品
購
入
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
気
軽

に
相
談
で
き
る
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
市

民
１
１
０
番
室
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
料
サ

イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
不
当
請
求
や
、

高
齢
者
を
狙
っ
た
訪
問
販
売
に
よ
る
商
品
購

入
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が

増
え
て
お
り
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
専
門
相

談
員
を
配
置
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
き
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
長
崎
・
佐
世
保
・
諫
早
市
に
次

い
で
４
市
目
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◇
相
談
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分(

開
庁
時)

　

☎
52
９
９
９
９(

直
通)

　

秋
晴
れ
の
天
候
の
も
と
、

恒
例
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
１
３
９
チ
ー

ム
、
約
１
，１
０
０
人
の
皆
さ

ん
が
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し

み
ま
し
た
。

〈
各
競
技
の
優
勝
チ
ー
ム
〉

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

須
田
ノ
木

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

陰
平
下

◇
イ
ン
デ
ィ
ア
カ　

男
子
〜
放
虎
ク

ラ
ブ　

女
子
〜
Ｓ
Ａ
Ｎ
，Ｓ
大
村

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

Ａ
パ
ー
ト

…

下
久
原
む
つ
み
会　

Ｂ
パ
ー
ト…

松
原
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
Ｂ

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

中
岳

　

市
コ
ミ
セ
ン
を
定
例
的
に

利
用
し
て
生
涯
学
習
を
楽
し

む
１
０
７
団
体
が
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
、
舞
台
・

展
示
の
部
で
学
習
成
果
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
所
狭
し
と
作
品

が
展
示
さ
れ
、
さ
く
ら
ホ
ー

ル
で
は
和
箏
や
コ
ー
ラ
ス
な

ど
の
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
訪

れ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
は
、
素

人
と
は
思
え
な
い
出
来
栄
え

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た

市
内
在
住
の
60
組
の
ご
夫
婦

が
出
席
し
て
金
婚
祝
賀
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
ご
夫
婦
の
歩
み
に

対
し
て
市
長
か
ら
の
祝
福
の

こ
と
ば
の
あ
と
、
祝
賀
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
三
原
十

一・
佳
江
さ
ん
ご
夫
婦
か
ら「
こ

れ
か
ら
も
仲
睦
ま
じ
く
二
人

で
楽
し
く
人
生
を
お
う
か
し

ま
す
」
と
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、

会
場
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

旧
楠
本
正
隆
屋
敷（
県
指
定
文
化
財
）を
中
心
に「
大
村

城
下
町
灯
籠
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
旧
楠
本
正
隆
屋
敷
で
は
、８
日
・
９
日
に
お
茶
会
が
、

10
日
は
月
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
色
づ
き

は
じ
め
た
秋
の
庭
園
に
響
き
渡
る
美
し
い
音
色
に
、訪
れ

た
皆
さ
ん
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
夕
暮
れ
の
城
下

町
を
散
策
す
る
「
殿
様
気
分
で
夕
暮
れ
さ
る
く
」
の
参
加

者
は
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
玖
島
城
跡
や
武
家
屋
敷
な
ど
の
名
所
・
旧
跡
を

散
策
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
10
日
は
大
村
公
園
内
の
大
村
神
社
周
辺
で
、

１
，０
０
０
本
の
竹
灯
が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

演
出
し
ま
し
た
。

思い思いの秋を楽しみました！

▼
大
村
城
下
町
灯
籠
ま
つ
り

灯
り
ほ
の
か
に 

夕
暮
れ
さ
る
く

10月

8～10

9月

21～23

▼
鉢
巻
山
ひ
が
ん
花
ま
つ
り

山
頂
は
カ
ラ
フ
ル
な
じ
ゅ
う
た
ん

▼
第
30
回
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

舞
台
・
展
示
で
成
果
発
表

10月

3･4

▼
平
成
21
年
度
大
村
市
金
婚
祝
賀
式

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
つ
ま
で
も
仲
む
つ
ま
じ
く
お
健
や
か
に

10月

8

▼
第
45
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
続
出
！

10月

11

9月

19～21

▼
第
63
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
in
な
が
さ
き

レ
ク
の
鐘 

鳴
ら
そ
う
な
が
さ
き 

い
い
出
会
い

▼
大
村
湾
日
帰
り
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
・
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

9月

18･27

大
村
を
中
心
と
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
開
発
を
目
指
し
て

中心市街地活性化協議会が意見書を提出

消費生活センターを開設

　

市
街
を
一
望
で
き
る
野
岳

地
区
の
鉢
巻
山
山
頂(

標
高

３
３
４
ｍ)

に
、
赤
や
白
の
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
が
咲
き
始
め
、
ひ

が
ん
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
が

山
頂
に
植
栽
し
た
１
０
０
万

本
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
群
落
地
は

市
内
で
も
秋
の
風
物
詩
に

な
っ
て
お
り
、
見
頃
を
迎
え

た
９
月
下
旬
に
は
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

福
岡
都
市
圏
か
ら
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
定
員
を
上
回
る

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
皆
さ
ん
は
、
大
村

純
忠
終
焉
の
館（
坂
口
町
）や

本
経
寺
大
村
藩
主
墓
所
を
訪

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

説
明
を
聞
き
大
村
の
歴
史
の

奥
深
さ
に
感
銘
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
村
産
食
材
の

昼
食
を
堪
能
し
、
高
速
旅
客

船
で
横
瀬
浦
ま
で
約
２
時
間

の
大
村
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

楽
し
み
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

９
月
24
日

10
月
１
日

　

全
国
各
地
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど
に
関
っ
て
い
る
人

た
ち
１
８
，
０
０
０
人
が
長
崎

県
に
集
う「
第
63
回
全
国
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
崎
市
の
総
合
式
典
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
県
内
20
種
目
の

交
流
大
会
や
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
の
会
場
に
分
か
れ
、
大
村

会
場
で
は
、３
Ｂ
体
操
、ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、郡
岳
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に

約
４
，６
０
０
人
が
参
加
し
、生

涯
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
の
振

興
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

と
う
ろ
う

は
ち
ま
き

ち
く
と
う

ご
と

と
う
ろ
う

し
ゅ
う
え
ん

た
ん
の
う
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